
スカートサクション基礎の実海域実験（その 2：撤去実験） 

                 (株)大林組 正会員 〇粕谷悠紀 濱地克也 上條宏明 

(株)大林組 正会員   伊藤政人 栗本 卓 松元和久 

        

１．はじめに 

 スカートサクション基礎は，頂版より下方に伸びた鉄

筋コンクリート製，または鋼製の筒状の壁（スカート）

を海底地盤中に貫入して安定性を確保する基礎である．

スカートサクション基礎は，スカート内を注水により「正

圧」状態とすることで，無騒音・無振動での撤去が可能

であるという特徴を有する 1)．本報告（その 2）では，RC

製実物大模型を用いた撤去実験結果について述べる．  

２．撤去実験概要 

試験体は RC スカート部（外径 5.0m，スカート長 8.0m，

スカート厚 0.25m）と鋼製タワー部（外径 2.0m，高さ

10.9m）からなる（Photo 1)．RC スカート直上に 8inch 水

中ポンプを 1 台設置し，スカート内への注水を行えるよ

うにした．注水配管は，鋼製タワー部の外側および内側

に固定し，スカート内のポンプ室に接続した． 

Fig.1 に撤去時の力のつり合い条件を示す．撤去実験

は，貫入完了から一定の時間放置した後，注水ポンプを

用いて海水をスカート内へ注水し，スカート内の圧力を

上げることで試験体を持ち上げた．RC スカート部の根入

れが 1m 程度になるまで試験体を持ち上げた後，クレー

ンにより完全に持ち上げて撤去を完了した．なお，試験

体の撤去実験には，貫入時に使用したウォータージェット（以下 WJ）やバキ

ュームポンプは使用していない．  

Table 1 に撤去実験ケースを示す．撤去実験は放置時間をパラメータとして

行い，case1 と case2 では貫入直後，case3 では貫入後から 9 日，水平載荷実験

から 2 日放置した後に実施した．case2 と case3 はクレーンにて一定の上向き荷

重を与えた．計測項目は，スカート内外の間隙水圧，試験体の傾斜角および変

位，クレーン吊り荷重である．試験体の吊りおろし～貫入～注水撤去の一連の

座標（x，y，z）および傾斜角は，防波堤に設置したトータルステーション，鋼

製タワー上部に設置した 360°プリズム（Photo 2），および傾斜計（Photo 3）

を用いて計測した． 

３．撤去実験結果 

Table 1 に撤去実験条件を付記した．クレーンによる上向き荷重について，case2 では 300～500kN で，case3 では

500～800kN で実施した．なお，case1 では，クレーンなしでも撤去可能であることが実証できたが，計測システム

の不具合によりデータが連続的に取得できなかったため，本報告では省略する．  

Fig.2 に撤去深度－時間を示す．貫入直後に注水を行った case2 の撤去速度は 0.19m/min で，撤去完了まで約 15 分 
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程度であった．放置期間が長い case3 におい

ても撤去速度 0.06m/min，約 84 分で撤去完了

した．この結果より，貫入後から 9 日経過し，

地盤の強度が回復した後でも撤去が可能で

あることを確認した． 

Fig.3 に撤去深度－スカート内外水圧差を

示す．case2 では貫入時に WJ を作動させた

影響により，注水圧が最大で 50kPa 程度と比

較的小さな値でも撤去可能であった．case3

では注水開始直後に注水圧が最大 120kPa 程

度発生した．その後，試験体の上昇に伴い注

水圧は低下し，深度 2.0m 程度でゼロとなっ

た． 

Fig.4 に撤去深度－撤去抵抗力を示す．な

お，図中には撤去抵抗力の検討結果を併せて

示した．撤去抵抗力は，正圧荷重（スカート

内外圧力差×スカート内面積）＋クレーンに

よる上向き荷重－自重（750kN）として算定

した．貫入直後に撤去した case2 の撤去抵抗

力は最大で 600kN 程度であるのに対し，放置期間が長い case3 の撤去抵抗力は最大で 1800kN 程度となり，case3 は

case2 の約 3 倍となった．これは，地盤のセットアップ効果によるものと考えられる．式(1)に算定式を示す． 

Rr＝Ui×L×fi＋Uo×L×fo                                                            (1) 

ここに，Rr：撤去抵抗力（kN），Ui：スカート内側の周長（m），L：貫入長（m），fi：スカート内側の周面摩擦力度

（kN/m2），Uo：スカート外側の周長（m），fo：スカート外側の周面摩擦力度（kN/m2）である．砂質土におけるスカ

ート外側の周面摩擦力度は，道路橋示方書Ⅳ2)のケーソン基礎の設計を参考に 1N とした場合と港湾基準 3)の杭基礎

の設計を参考に 2N とした場合を示し，スカート内側の周面摩擦力度は 1N とした．N 値は，実験後に実施した地盤

調査結果を用いた（GL±0m～-3m は N 値 1 の砂地盤，GL-3m～-6m は N 値 20 の砂地盤）．case3 の撤去抵抗力はケ

ーソン基礎の周面摩擦力度を用いた場合とおおむね合致しており，検討手法の妥当性を確認するとともに，撤去抵

抗力を予測可能であることがわかった．一方，杭基礎の周面摩擦力度を用いた場合と比較して小さな値を示したが，

これはセットアップ期間が不足していたことや水平載荷実験実施後 2 日で撤去したことによる地盤の乱れの影響等

が考えられる． 

Fig.5 に撤去深度－傾斜角を示す．case2，case3 とも撤去中に 0～2°程度の傾斜がみられるものの，クレーンを併

用することで大きく傾斜することなく試験体を撤去できることが確認された． 

４．まとめ 

スカートサクション基礎における実海域大型模型実験の撤去実験結果を示した．その結果，①貫入後から 9 日経

過してもスカート内へ注水することで撤去可能である，②地盤のセットアップ効果により撤去抵抗力は異なり，放

置期間 9 日の case3 は，貫入直後の case2 に比べて約 3 倍程度大きくなる，③クレーンを併用することで傾斜を制御

できる，④撤去抵抗力の検討手法はおおむね妥当であり予測可能であることから，注水設備の選定に利用すること

が出来る，ことを確認した． 
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の記述・同解説（下巻），pp.567-666, 2007.7. 
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